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戦
時
期
の
村
役
場
文
書

昭　
和　
十　
二　
（　
一　
九　
三　
七　
）　

年　
七　
月　
、　
日　
中　
戦　
争　
が　
始　
ま　
る　

と　
、　
村　
役　
場　
は　
戦　
争　
を　
末　
端　
で　
支　
え　
る　
た　
め　
の　
業　
務　
を　

遂　
行　
し　
た　
が　
、　
そ　
れ　
に　
対　
応　
し　
て　
戦　
時　
期　
特　
有　
の　
文　
書　

が　
作　
成　
さ　
れ　
た　
。　
当　
館　
寄　
託　
旧　
深　
安　

ふ
か
や
す

郡　
山　やま
野　の
村　
役　
場　
文　

書　
に　
は　
、　
こ　
う　
し　
た　
文　
書　
が　
相　
当　
ま　
と　
ま　
っ　
て　
残　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　

召　
集　
に　
と　
も　
な　
う　
「　
応　
召　
軍　
人　
名　
簿　
」　、　
そ　
の　
留　
守　

家　
族　
対　
策　
と　
し　
て　
「　
軍　
事　
扶　
助　
関　
係　
書　
類　
綴　
」　、　
戦　
死　

者　
の　
「　
村　そん
葬　そう
関　
係　
書　
類　
」　、　
出　
征　
兵　
士　
と　
そ　
の　
遺　
家　
族　

を　
援　
護　
す　
る　
団　
体　
の　
「　
銃　
後　
奉　
公　
会　
綴　
」　
な　
ど　
は　
、　
戦　

争　
の　
初　
期　
段　
階　
か　
ら　
作　
成　
さ　
れ　
た　
。　

戦　
争　
の　
長　
期　
化　
に　
と　
も　
な　
い　
戦　
時　
経　
済　
統　
制　
が　
　　
進　

行　
す　
る　
と　
、　「　
国　
民　
徴　
用　
関　
係　
法　
規　
綴　
」　
や　
「　
戦　
時　
農　

業　
要　
員　
適　
格　
者　
名　
簿　
」　
な　
ど　
の　
労　
働　
統　
制　
関　
係　
、　「　
管　

理　
米　
供　
出　
一　
件　
」　「　
家　
庭　
用　
砂　
糖　
配　
給　
簿　
」　「　
下　
市　
組　
配　

給　
品　
記　
録　
」　
な　
ど　
の　
供　
出　
・　
配　
給　
関　
係　
、　
そ　
の　
他　
「　
第　

二　
次　
食　
糧　
増　
産　
対　
策　
土　
地　
改　
良　
事　
業　
一　
　　
件　
」　
や　
「　
国　

債　
戦　
時　
債　
券　
消　
化　
関　
係　
綴　
」　
な　
ど　
の　
文　
書　
が　
作　
成　
さ　
れ　

る　
。　
昭　
和　
十　
五　
（　
一　
九　
四　
〇　
）　

年　
に　
は　
　　
大　
政　
翼　
賛　
会　
が　
結　

成　
さ　
れ　
、　
や　
が　
て　
部　
落　
会　
・　
町　
内　
　　
会　
を　
そ　
の　
傘　
下　
に　

組　
み　
入　
れ　
て　
戦　
時　
体　
制　
が　
完　
成　
す　
る　
。　「　
大　
政　
翼　
賛　
会　

関　
係　
書　
類　
」　「　
下　
市　
部　
落　
常　
会　
一　
件　
」　「　
村　
常　
会　
一　
件　
」　

な　
ど　
の　
文　
書　
は　
そ　
の　
下　
で　
作　
成　
さ　
れ　
た　
。　

（　
安　
藤　
福　
平　
）　



県
内
史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る

古
文
書
の
保
存
と
整
理

―　
―　
市　
立　
竹　
原　
書　
院　
図　
書　
館　
の　
取　
り　
組　
み　
か　
ら　
―　
―　

市
立
竹
原
書
院
図
書
館
主
事
　
幸こ

う

野の

恵
美
子

竹　
原　
市　
立　
竹　
原　
書　
院　
図　
書　
館　
所　
蔵　
の　
約　
一　
万　
点　
　　
の　

近　
世　
古　
文　
書　
は　
、　
昭　
和　
三　
十　
三　
（　
一　
九　
五　
八　
）　

年　
十　
一　
月　
に　

竹　
原　
市　
が　
市　
制　
施　
行　
し　
た　
際　
に　
合　
併　
町　
村　
か　
ら　
収　
集　
し　

た　
旧　
役　
場　
文　
書　
と　
、　
竹　
原　
塩　
田　
関　
係　
史　
料　
と　
に　
大　
別　
さ　

れ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
古　
文　
書　
は　
、　
昭　
和　
三　
十　
八　
（　
一　
九　
六　
三　
）　

年　
よ　

り　
刊　
行　
さ　
れ　
た　
『　
竹　
原　
市　
史　
』　
全　
五　
巻　
の　
編　
さ　
ん　
史　
料　

と　
し　
て　
研　
究　
・　
利　
用　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

当　
館　
の　
コ　
レ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
の　
一　
つ　
で　
あ　
る　
竹　
原　
塩　
　　
田　

関　
係　
史　
料　
は　
、　
慶　
安　
三　
（　
一　
六　
五　
〇　
）　

年　
以　
来　
、　
昭　
和　
三　
十　

五　
（　
一　
九　
六　
〇　
）　

年　
に　
廃　
止　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
に　
約　
三　
百　
年　
間　
続　

い　
た　
旧　
竹　
原　
塩　
田　
に　
関　
す　
る　
史　
料　
を　
ほ　
ぼ　
完　
全　
に　
所　
蔵　

し　
て　
お　
り　
全　
国　
的　
に　
も　
非　
常　
に　
貴　
重　
な　
史　
料　
群　
で　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
近　
世　
文　

書　
は　
、　
広　
島　
県　
史　
編　

さ　
ん　
室　
に　
よ　
っ　
て　
昭　

和　
四　
十　
六　
（　
一　
九　
七　

一　
）　

年　
に　
「　
広　
島　
県　
史　
料　

所　
在　
目　
録　
　　
竹　
原　

市　
」　
と　
し　
て　
分　
類　
さ　

れ　
冊　
子　
に　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　

赤　
穂　
に　
次　
ぎ　
第　
二　
の　
塩　
田　
の　
源　
流　
と　
言　
わ　
れ　
る　
　　
竹　

原　
塩　
田　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
多　
く　
の　
史　
料　
が　
残　
っ　
て　
い　
る　
こ　

と　
か　
ら　
全　
国　
か　
ら　
閲　
覧　
者　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
そ　
の　
ま　
ま　
の　
状　
態　
で　
は　
提　
供　
す　
る　

こ　
と　
が　
難　
し　
い　
の　
で　
、　
昭　
和　
五　
十　
七　
（　
一　
九　
八　
二　
）　

年　
よ　
り　

近　
世　
古　
文　
書　
整　
理　
委　
託　
が　
予　
算　
化　
さ　
れ　
、　
以　
来　
継　
続　
的　

に　
専　
門　
家　
に　
分　
類　
・　
整　
理　
を　
委　
託　
し　
、　
最　
終　
的　
に　
は　
目　

録　
作　
成　
を　
め　
ざ　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
わ　
ず　
か　
で　
も　
利　
用　
者　
へ　

の　
史　
料　
提　
供　
が　
窓　
口　
業　
務　
の　
な　
か　
で　
円　
滑　
に　
な　
っ　
た　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
古　
文　
書　
の　
劣　
化　
が　
著　
し　
い　
の　
で　
、　
保　
　　
存　

の　
た　
め　
平　
成　
四　
（　
一　
九　
九　
二　
）　

年　
よ　
り　
史　
料　
の　
マ　
イ　
ク　
ロ　
化　

も　
併　
行　
し　
て　
開　
始　
し　
ま　
し　
た　
。　
同　
時　
に　
、　
マ　
イ　
ク　
ロ　
フ　

ィ　
ル　
ム　
以　
外　
に　
複　
製　
本　
も　
作　
り　
、　
利　
用　
者　
に　
は　
そ　
れ　
ら　

を　
提　
供　
し　
、　
原　
本　
は　
保　
存　
の　
み　
に　
努　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
な　

お　
、　
3  5  
ミ　
リ　
マ　
イ　
ク　
ロ　
フ　
ィ　
ル　
ム　
一　
　　
本　
が　
約　
五　
〇　
〇　

頁　
分　
（　
約　
五　
冊　
の　
古　
文　
書　
）　
で　
す　
か　

ら　
、　
毎　
年　
の　
予　
算　
で　
は　
マ　
イ　
ク　
ロ　
化　

に　
か　
な　
り　
の　
年　
月　
を　
要　
し　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
原　
本　
の　
保　
存　
の　
た　
め　

帙　ちつ
箱　
を　
作　
成　
し　
使　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
ほ　
か　
、　
県　
立　
文　
書　
館　
の　
書　
庫　
見　

学　
で　
見　
た　
保　
存　
用　
の　
種　
々　
の　
中　
性　
紙　

の　
袋　
や　
箱　
を　
東　
京　
の　
業　
者　
か　
ら　
購　
入　

し　
ま　
し　
た　
。　

数　
年　
前　
に　
は　
、　
新　
た　
に　
市　
内　
の　
元　
庄　
屋　
だ　
っ　
た　
家　
々　

か　
ら　
も　
文　
書　
の　
寄　
付　
を　
受　
け　
、　
地　
域　
住　
民　
の　
共　
有　
財　
産　

で　
あ　
る　
こ　
れ　
ら　
文　
書　
を　
保　
存　
す　
る　
図　
書　
館　
の　
役　
割　
は　
大　

き　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

『　
竹　
原　
市　
史　
』　
の　
あ　
と　
が　
き　
に　
は　
、　
当　
時　
の　
図　
　　
書　

館　
職　
員　
が　
史　
料　
の　
収　
集　
・　
保　
管　
ま　
た　
書　
庫　
の　
改　
善　
　　
・　

各　
方　
面　
へ　
の　
探　
訪　
を　
行　
っ　
た　
と　
あ　
り　
ま　
す　
。　

も　
う　
一　
つ　
の　
コ　
レ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
で　
あ　
る　
頼　
山　
陽　
文　
　　
庫　

に　
つ　
い　
て　
も　
、　
今　
ま　
で　
の　
職　
員　
が　
頼　
山　
陽　
に　
関　
す　
る　
出　

版　
物　
は　
欠　
け　
る　
こ　
と　
の　
な　
い　
よ　
う　
収　
集　
に　
配　
慮　
し　
た　
と　

聞　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
先　
輩　
図　
書　
館　
職　
員　
の　
努　
力　
を　
無　
に　
せ　
ぬ　
　　
よ　

う　
、　
竹　
原　
市　
の　
貴　
重　
な　
文　
化　
遺　
産　
で　
あ　
る　
近　
世　
古　
文　
書　

や　
関　
係　
資　
料　
を　
保　
存　
し　
、　
そ　
れ　
を　
後　
世　
に　
伝　
え　
る　
た　
め　

大　
切　
に　
守　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
図　
書　
館　
の　
責　
務　
で　
あ　
る　

と　
、　
痛　
感　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
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帙箱を利用した配架

帙箱への収納状態
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〈
他
館
の
紹
介
④
〉

香
川
県
立
文
書
館

香　
川　
県　
立　
文　
書　
館　
（　
香　
川　
県　
で　
は　

「　
ぶ　
ん　
し　
ょ　
か　
ん　
」　
と　
称　
し　
て　
い　
る　
）　
は　
、　

旧　
香　
川　
空　
港　
跡　
地　
の　
イ　
ン　
テ　
リ　
ジ　
ェ　
ン　

ト　
パ　
ー　
ク　
内　
に　
平　
成　
六　
（　
一　
九　
九　
四　
）　

年　
三　
月　

オ　
ー　
プ　
ン　
し　
た　
。　
職　
員　
数　
は　
二　
三　
名　
で　
広　

島　
県　
と　
比　
べ　
て　
や　
や　
多　
い　
が　
、　
正　
規　
職　

員　
は　
六　
名　
で　
あ　
る　
。　
ま　
た　
古　
文　
書　
・　
行　

政　
資　
料　
担　
当　
の　
課　
は　
（　

財　
）　

香　
川　
県　
立　
図　

書　
館　
・　
文　
書　
館　
管　
理　
財　
団　
の　
機　
構　
に　
属　
し　

て　
い　
る　
。　

建　
物　
は　
県　
立　
図　
書　
館　
と　
の　
併　
設　
で　
あ　

る　
が　
、　
地　
上　
三　
階　
地　
下　
一　
階　
で　
立　
派　
な　

設　
備　
を　
誇　
っ　
て　
お　
り　
、　
ほ　
ぼ　
単　
独　
館　
に　

近　
い　
。　
文　
書　
館　
側　
の　
入　
口　
を　
入　
っ　
て　
右　

側　
に　
は　
情　
報　
フ　
ロ　
ア　
が　
あ　
る　
。　
ゆ　
っ　
た　

り　
と　
し　
た　
ス　
ペ　
ー　
ス　
に　
端　
末　
が　
並　
ん　
で　

お　
り　
、　
香　
川　
県　
の　
歴　
史　
や　
県　
政　
情　
報　
を　

画　
面　
の　
操　
作　
で　
見　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

ま　
た　
、　ビ　
デ　
オ　
シ　
ア　
タ　
ー　
の　
設　
備　
も　
あ　
り　
、　

県　
の　
情　
報　
発　
信　
機　
能　
を　
担　
う　
べ　
く　
施　
設　

整　
備　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
入　
口　
正　
面　
に　
は　

閲　
覧　
室　
が　
あ　
り　
、　
常　
設　
展　
示　
と　
年　
二　
回　
の　

企　
画　
展　
示　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
。　

展　
示　
で　
目　
を　
ひ　
く　
の　
は　
、　
香　
川　
県　
史　
の　
編　
さ　

ん　
で　
収　
集　
し　
た　
史　
料　
の　
分　
布　
状　
況　
を　
　　
示　
し　

た　
図　
で　
、　
県　
内　
に　
埋　
も　
れ　
て　
い　
た　
歴　
史　
資　
料　

の　
発　
掘　
状　
況　
が　
一　
目　
で　
分　
か　
る　
。

入　
口　
よ　
り　
左　
側　
に　
行　
く　
と　
閲　
覧　
室　
が　

あ　
る　
。　
閲　
覧　
室　
に　
入　
る　
と　
す　
ぐ　
カ　
ウ　
ン　

タ　
ー　
が　
あ　
り　
、　
筆　
記　
具　
以　
外　
の　
荷　
物　
は　

カ　
ウ　
ン　
タ　
ー　
横　
の　
ロ　
ッ　
カ　
ー　
に　
入　
れ　
て　

入　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
公　
文　
書　
の　

閲　
覧　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
室　
内　
に　
あ　
る　
大　
量　

の　
カ　
ー　
ド　
ボ　
ッ　
ク　
ス　
で　
検　
索　
す　
る　
よ　
う　

に　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
行　
政　
資　
料　
に　
つ　
い　
て　

は　
開　
架　
に　
出　
し　
て　
い　
る　
。　
古　
文　
書　
は　
冊　

子　
体　
目　
録　
か　
ら　
請　
求　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　

て　
い　
る　
が　
、　
多　
度　
津　
藩　
日　
記　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
隣　
の　
県　
立　
図　
書　
館　
が　
所　
蔵　
し　
て　
い　

る　
。　
な　
お　
、　
カ　
ウ　
ン　
タ　
ー　
横　
に　
は　
大　
型　

資　
料　
閲　
覧　
室　
が　
設　
け　
ら　
れ　
て　
お　
り　
、　
や　

や　
広　
い　
畳　
敷　
き　
の　
部　
屋　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

文　
書　
庫　
は　
一　
階　
か　
ら　
三　
階　
に　
か　
け　
て　

計　
五　
か　
所　
あ　
る　
が　
、　
出　
納　
頻　
度　
の　
高　
い　

史　
料　
は　
閲　
覧　
室　
に　
隣　
接　
し　
た　
一　
階　
の　
書　

庫　
で　
収　
蔵　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
こ　
に　
は　
、　
複　

製　
資　
料　
や　
図　
書　
・　
戦　
前　
の　
公　
文　
書　
が　
納　

め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
二　
階　
に　
は　
木　
張　
り　
の　

貴　
重　
書　
庫　
が　
あ　
る　
が　
、　
ま　
だ　
戦　
前　
の　
公　

文　
書　
が　
若　
干　
入　
っ　
て　
い　
る　
程　
度　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
に　
、　
同　
館　
で　
は　
二　
二　
五　
名　

収　
容　
の　
視　
聴　
覚　
ホ　
ー　
ル　
な　
ど　
も　
あ　
り　
、　

館　
全　
体　
の　
設　
備　
は　
非　
常　
に　
充　
実　
し　
て　
い　

る　
。　
限　
ら　
れ　
た　
職　
員　
数　
で　
こ　
れ　
ら　
の　
設　

備　
を　
有　
効　
活　
用　
し　
て　
い　
く　
の　
は　
大　
変　
で　

あ　
ろ　
う　
が　
、　
収　
蔵　
史　
料　
が　
増　
加　
し　
、　
整　

理　
が　
進　
む　
中　
で　
、　
館　
の　
事　
業　
や　
役　
割　
が　

よ　
り　
一　
層　
普　
及　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　
期　
待　

し　
た　
い　
。　

（　
西　
向　
宏　
介　
）　

行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
を
開
催

今　
年　
度　
の　
行　
政　
文　
書　
・　
古　
文　
書　
保　
存　

管　
理　
講　
習　
会　
は　
、　
十　
月　
七　
日　
に　
一　
一　
〇　

名　
余　
の　
参　
加　
者　
を　
得　
て　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　

今　
回　
は　
「　
情　
報　
公　
開　
と　
公　
文　
書　
保　
存　
」　

と　
い　
う　
テ　
ー　
マ　
で　
神　
奈　
川　
県　
立　
公　
文　
書　

館　
の　
後　
藤　
仁　
館　
長　
に　
講　
演　
を　
お　
願　
い　
し　

た　
。　
平　
成　
八　
（　
一　
九　
九　
六　
）　

年　
末　
に　
国　
の　
情　
報　
公　

開　
法　
要　
綱　
案　
が　
ま　
と　
ま　
り　
、　
各　
市　
町　
村　

で　
も　
情　
報　
公　
開　
へ　
の　
関　
心　
が　
高　
ま　
っ　
て　

い　
る　
が　
、　
情　
報　
公　
開　
制　
度　
が　
か　
か　
わ　
る　

の　
は　
行　
政　
機　
関　
が　
現　
に　
仕　
事　
に　
用　
い　
て　

い　
る　
文　
書　
（　
現　
用　
文　
書　
）　
に　
対　
し　
て　
だ　

け　
で　
あ　
り　
、　
非　
現　
用　
と　
な　
っ　
た　
文　
書　
が　

む　
や　
み　
に　
廃　
棄　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
の　
な　
い　
よ　

う　
、　
保　
存　
・　
公　
開　
に　
向　
け　
て　
の　
法　
整　
備　

を　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　
こ　
う　
し　
た　
観　
点　

か　
ら　
、　
後　
藤　
館　
長　
に　
は　
行　
政　
改　
革　
委　
員　

会　
行　
政　
情　
報　
公　
開　
部　
会　
の　
専　
門　
委　
員　
を　

つ　
と　
め　
た　
経　
験　
も　
踏　
ま　
え　
、　
現　
用　
・　
非　

現　
用　
の　
双　
方　
に　
ま　
た　
が　
る　
文　
書　
の　
マ　
ネ　

ジ　
メ　
ン　
ト　
を　
中　
心　
に　
講　
演　
し　
て　
い　
た　
だ　

い　
た　
。　

午　
後　
か　
ら　
は　
、　
一　
昨　
年　
度　
ま　
で　
の　
分　

科　
会　
形　
式　
を　
復　
活　
さ　
せ　
、　
報　
告　
・　
講　
習　

等　
を　
行　
っ　
た　
。　

〔　
行　
政　
文　
書　
分　
科　
会　
〕　

「　
行　
政　
文　
書　
保　
存　
の　
課　
題　
」　

県　
立　
文　
書　
館　
　　
安　
藤　
福　
平　

「　
廿　
日　
市　
市　
に　
お　
け　
る　
文　
書　
管　
理　

シ　
ス　
テ　
ム　
の　
推　
進　
と　
そ　
の　
運　
用　
」　

廿　
日　
市　
市　
　　
　　
大　
島　
博　
之　

〔　
古　
文　
書　
分　
科　
会　
〕　

「　
古　
文　
書　
整　
理　
の　
実　
際　
」　

県　
立　
文　
書　
館　
　　
長　
澤　
　　
洋　

「　
古　
文　
書　
保　
存　
の　
課　
題　
」　

県　
立　
文　
書　
館　
　　
松　
井　
輝　
昭　
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竹　
内　
家　
文　
書　

寄　
贈　

竹　
内　
家　
は　
賀　
茂　
郡　
吉　
川　

よ
し
か
わ

村　
庄　
屋　
の　
ほ　

か　
同　
郡　
の　
割　
庄　
屋　
を　
歴　
任　
し　
た　
た　
め　
、　

吉　
川　
村　
を　
中　
心　
に　
、　
賀　
茂　
郡　
に　
関　
す　
る　

一　
万　
点　
以　
上　
の　
近　
世　
古　
文　
書　
が　
伝　
え　
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　
ほ　
ぼ　
整　
理　
を　
終　
え　
、　
コ　
ン　

ピ　
ュ　
ー　
タ　
に　
デ　
ー　
タ　
が　
入　
力　
さ　
れ　
て　
い　

て　
検　
索　
が　
可　
能　
で　
あ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
〇　
一　
）　

亘　わ　
た　
り　

春　
市　
文　
書　

寄　
贈　
　　
五　
点　

原　
爆　
被　
害　
に　
関　
し　
て　
広　
島　
県　
知　
事　
が　

警　
察　
署　
な　
ど　
に　
送　
付　
し　
た　
報　
告　
書　
、　
原　

爆　
投　
下　
お　
よ　
び　
終　
戦　
に　
関　
す　
る　
ち　
ら　
し　
　　
と　

新　
聞　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
〇　
五　
）　

橋　
本　
家　
文　
書　

移　
管　

近　
世　
尾　
道　
の　
町　
年　
寄　
を　
つ　
と　
め　
、　
の　

ち　
に　
芸　
備　
銀　
行　
頭　
取　
な　
ど　
に　
も　
就　
任　
し　

た　
資　
産　
家　
・　
名　
望　
家　
の　
文　
書　
。　
近　
世　
中　

期　
以　
降　
の　
商　
業　
・　
塩　
田　
地　
主　
関　
係　
の　
帳　

簿　
類　
を　
中　
心　
に　
一　
万　
点　
以　
上　
の　
文　
書　
を　

有　
す　
る　
が　
、　
大　
部　
分　
の　
も　
の　
は　
整　
理　
を　

終　
え　
、　
利　
用　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
〇　
六　
）　

山　
田　
家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
八　
二　
点　

天　
保　
14
（　
一　
八　
四　
三　
）　

〜　
明　
治　
16
（　
一　
八　
八　
三　
）　

東　
京　
都　
の　
山　
田　
盛　
彦　
氏　
旧　
蔵　
。　
山　
田　

家　
は　
代　
々　
船　
頭　
と　
し　
て　
広　
島　
藩　
の　
船　
手　

方　
に　
所　
属　
し　
た　
。　
船　
手　
方　
の　
役　
所　
に　
関　

す　
る　
文　
書　
の　
ほ　
か　
水　
練　
の　
免　
状　
な　
ど　
も　

あ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
二　
〇　
）　

富　
永　
家　
文　
書　

移　
管　
　　
約　
五　
五　
〇　
点　

明　
和　
３　
（　
一　
七　
六　
六　
）　

〜　
昭　
和　
22
（　
一　
八　
四　
七　
）　

県　
立　
図　
書　
館　
か　
ら　
移　
管　
さ　
れ　
た　
も　
の　
。　

富　
永　
家　
は　
安　
芸　
郡　
焼　
山　

や
け
や
ま

村　
の　
豪　
農　
・　
地　

主　
。　
富　
永　
正　
男　
は　
衆　
議　
院　
議　
員　
・　
県　
会　

議　
員　
な　
ど　
を　
勤　
め　
る　
。　
明　
治　
・　
大　
正　
期　

の　
農　
業　
経　
営　
の　
帳　
簿　
類　
の　
ほ　
か　
、　
近　
世　

の　
和　
書　
類　
、　
明　
治　
期　
の　
教　
科　
書　
も　
含　
む　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
二　
一　
）　

松　
本　
家　
文　
書　

移　
管　
　　
約　
一　
五　
〇　
点　

天　
保　
10
（　
一　
八　
三　
九　
）　

〜　
大　
正　
16
（　
一　
九　
二　
一　
）　

県　
立　
図　
書　
館　
か　
ら　
移　
管　
さ　
れ　
た　
も　
の　
。　

松　
本　
家　
は　
、　
尾　
道　
の　
商　
家　
。　
幕　
末　
〜　
明　

治　
期　
の　
経　
営　
帳　
簿　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
二　
二　
）　

藤　
井　
家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
三　
〇　
点　

明　
治　
５　
（　
一　
八　
七　
二　
）　

〜　
明　
治　
14
（　
一　
八　
八　
一　
）　

鎌　
倉　
市　
の　
藤　
井　
太　
郎　
氏　
旧　
蔵　
。　
藤　
井　

勉　
三　
は　
明　
治　
八　
〜　
十　
三　
年　
の　
広　
島　
県　
権　ごん

令　れい
・　
県　
令　
（　
知　
事　
）　。　

辞　
令　
類　
や　
死　
去　
の　
際　
の　
弔　
辞　
の　
ほ　
か　

藤　
井　
勉　
三　
の　
肖　
像　
写　
真　
、　
着　
用　
し　
た　
大　

礼　
服　
や　
儀　
仗　
刀　

ぎ
じ
ょ
う
と
う

も　
あ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
三　
一　
）　

山　
木　

や

ま

き

茂　
し　
げ　
る　

文　
書　

購　
入　
　　
一　
八　
二　
点　

『　
広　
島　
県　
社　
会　
運　
動　
史　
』　
の　
著　
者　
、　

山　
木　
茂　
氏　
の　
収　
集　
文　
書　
。　
第　
二　
次　
大　
戦　

前　
の　
無　
産　
政　
党　
・　
労　
働　
組　
合　
・　
農　
民　
組　

合　
・　
水　
平　
社　
な　
ど　
の　
原　
資　
料　
お　
よ　
び　
そ　

れ　
ら　
の　
複　
製　
、　
官　
憲　
資　
料　
お　
よ　
び　
裁　
判　

資　
料　
、　
広　
島　
県　
社　
会　
運　
動　
史　
調　
査　
ノ　
ー　

ト　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
三　
二　
）　

山　
岡　
彦　
人　
文　
書　

寄　
贈　
　　
五　
点　

山　
岡　
彦　
人　
氏　
は　
、　
第　
二　
次　
大　
戦　
末　
期　

に　
西　
条　
警　
察　
署　
に　
勤　
務　
。　
そ　
の　
関　
係　
で　

入　
手　
・　
保　
存　
し　
て　
い　
た　
、　
広　
島　
県　
（　
警　

察　
部　
）　
が　
空　
襲　
や　
原　
爆　
被　
害　
に　
関　
し　
て　

各　
署　
に　
送　
付　
し　
た　
報　
告　
書　
類　
。　
同　
氏　
の　

衣　
料　
切　
符　
、　
米　
穀　
通　
帳　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
八　
三　
四　
）　

日　
高　

ひ

だ

か

家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
三　
点　

天　
明　
３　
（　
一　
七　
八　
三　
）　

〜　
明　
治　
42
（　
一　
九　
〇　
九　
）　

山　
県　

や
ま
が
た

郡　
大　
朝　

お
お
あ
さ

町　
の　
久　
枝　
秀　
夫　
氏　
旧　
蔵　
。　

日　
高　
家　
は　
江　
戸　
時　
代　
に　
山　
県　
郡　
新　
庄　

し
ん
じ
ょ
う

村　
の　
庄　
屋　
を　
勤　
め　
た　
。　
浄　
土　
真　
宗　
の　
高　

僧　
、　
石　
泉　

せ
き
せ
ん

・　
僧　
鎧　

そ
う
が
い

の　
書　
状　
な　
ど　
。　
大　
部　

分　
は　
大　
朝　
町　
歴　
史　
民　
俗　
資　
料　
館　
に　
寄　
贈　

さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
九　
〇　
一　
）　

久　
枝　

ひ
さ
え
だ

家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
四　
点　

山　
県　
郡　
大　
朝　
町　
の　
久　
枝　
秀　
夫　
氏　
旧　
蔵　
。　

享　
保　
十　
四　
（　
一　
七　
二　
九　
）　

年　
、　
将　
軍　
徳　
川　
吉　
宗　

に　
献　
上　
す　
る　
た　
め　
江　
戸　
へ　
下　
る　
象　
の　
一　
　　
行　

が　
広　
島　
へ　
宿　
泊　
し　
た　
と　
き　
の　
関　
係　
文　
書　

な　
ど　
。　
襖　
の　
下　
張　
り　
か　
ら　
取　
り　
出　
し　
た　

も　
の　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
九　
〇　
五　
）　

大　
儀　

お

お

ぎ

正　
夫　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
点　

広　
島　
市　
南　
区　
の　
大　
儀　
正　
夫　
氏　
旧　
蔵　
。　

明　
治　
十　
九　
（　
一　
八　
八　
六　
）　

〜　
二　
十　
年　
に　
山　
県　
郡　
吉　

木　
村　
・　
都　
志　
見　

つ

し

み

村　
戸　
長　
役　
場　
、　
西　
宗　

に
し
む
ね

新
た
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
文
書

文
書
館
で
は
、
収
蔵
す
る
古
文
書
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
な
ど
で
収
集
し

た
資
料
の
整
理
を
順
次
進
め
、
収
蔵
文
書
目
録
や
複
製
資
料
目
録
と
し
て
刊
行
し

て
い
ま
す
が
、
目
録
の
刊
行
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
仮
整
理
が
済
み
、
出
納
が
可

能
に
な
っ
た
文
書
も
相
当
量
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
閲
覧
利
用
が
可
能

に
な
っ
た
文
書
で
、
仮
目
録
な
ど
の
検
索
手
段
が
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
部

で
す
。
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村　
・　
中　
原　

な
か
は
ら

村　
戸　
長　
役　
場　
で　
作　
成　
さ　
れ　
た　

地　
所　
売　
買　
関　
係　
文　
書　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
九　
一　
三　
）　

石　
踊　

い　
し　
お　
ど　
り　

一　
則　
氏　
収　
集　
文　
書　
　　
寄　
贈　
一　
点　

広　
島　
市　
南　
区　
の　
石　
踊　
一　
則　
氏　
旧　
蔵　
。　

江　
戸　
時　
代　
、　
賀　
茂　
郡　
白　
市　

し
ら
い
ち

の　
鋳　
物　
師　
で　

あ　
っ　
た　
伊　
原　
家　
の　
「　
道　
中　
人　
馬　
駄　
賃　

帳　
」　（　
海　
田　
市　
〜　
京　
都　
間　
）　。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
九　
一　
四　
）　

山　
中　

や
ま
な
か

家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
点　

山　
口　
県　
由　
宇　

ゆ

う

町　
の　
山　
中　
克　
美　
氏　
旧　
蔵　
。　

明　
治　
三　
十　
（　
一　
八　
九　
七　
）　

年　
二　
月　
に　
開　
店　
し　
た　
住　

友　
銀　
行　
広　
島　
支　
店　
の　
営　
業　
案　
内　
広　
告　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
八　
九　
一　
五　
）　

堀　
尾　

ほ

り
お

万　
英　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
託　
　　
一　
点　

三　
次　
市　
の　
堀　
尾　
万　
英　
氏　
寄　
託　
。　
建　
武　

二　
（　
一　
三　
三　
五　
）　

年　
六　
月　
の　
石　
清　
水　
八　
幡　
宮　
寺　
出　

雲　
国　
横　
田　
荘　
岩　
屋　
寺　
料　
田　
寄　
進　
状　
。　
旧　

出　
雲　
国　
岩　
屋　
寺　
文　
書　
の　
一　
点　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
〇　
〇　
三　
）　

管　すが
井　い
光　
男　
氏　
収　
集　
文　
書　
　　
寄　
贈　
六　
八　
点　

明　
治　
14
（　
一　
八　
八　
一　
）　

〜　
昭　
和　
11
（　
一　
九　
三　
六　
）　

賀　
茂　
郡　
河　
内　
町　
の　
管　
井　
光　
男　
氏　
旧　
蔵　
。　

同　
町　
の　
縁　
類　
永　
浜　
家　
の　
地　
券　
等　
や　
、　
管　

井　
氏　
が　
収　
集　
し　
た　
河　
内　
町　
商　
店　
の　
引　
札　

や　
刊　
行　
物　
な　
ど　
。　（　

請　
求　
記　
号　
九　
〇　
〇　
四　
）　

藤　
村　
耕　
市　
氏　
収　
集　
文　
書　
　　
寄　
贈　
一　
五　
八　
点　

双　
三　

ふ

た

み

郡　
吉　
舎　

き

さ

町　
の　
藤　
村　
耕　
市　
氏　
旧　
蔵　
。　

文　
政　
三　
（　
一　
八　
二　
〇　
）　

年　
の　
三　
谿　

み

た

に

郡　
光　
清　

み
つ
き
よ

村　
の　

「　
国　
郡　
志　
御　
用　
書　
上　
帳　
」　
と　
、　
明　
治　
二　
十　

二　
〜　
昭　
和　
四　
十　
年　
の　
県　
内　
外　
の　
地　
図　
類　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
〇　
〇　
六　
）　

上　
原　
村　
文　
書　

寄　
贈　
　　
四　
点　

広　
島　
市　
安　あ
佐　さ
北　きた
区　
の　
明　
賀　

み
ょ
う
が

旭　
眞　
氏　
旧　

蔵　
の　
収　
集　
文　
書　
。　
天　
保　
十　
三　
（　
一　
八　
四　
二　
）　

年　
の　

「　
上　
原　
用　
控　
」　（　
御　
用　
留　
）　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
〇　
〇　
八　
）　

門　
田　

も
ん
で
ん

家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
点　

明　
治　
十　
五　
（　
一　
八　
八　
二　
）　

年　
の　
大　
蔵　
省　
告　
示　
　　

（　
金　
禄　
公　
債　
関　
係　
な　
ど　
）　。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
〇　
一　
四　
）　

藤
原
弘
巳
氏
収
集
文
書

寄
贈
　
一
二
点

比　
婆　

ひ

ば

郡　
口　
和　

く

ち

わ

町　
の　
襖　
の　
下　
張　
り　
か　
ら　

取　
り　
出　
さ　
れ　
た　
鉄　
山　
関　
係　
帳　
簿　
（　
明　
治　

十　
四　
〜　
十　
六　
年　
）　
の　
断　
簡　
類　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
一　
〇　
二　
）　

松　
尾　
家　
文　
書　

寄　
託　
　　
二　
点　

嘉　
永　
七　
年　
（　
一　
八　
五　
四　
）　

異　
国　
船　
渡　
来　
関　
係　
の　

木　
版　
刷　
り　
と　
文　
政　
七　
年　
（　
一　
八　
二　
四　
）　

の　
暦　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
一　
〇　
六　
）　

寿　
山　

す

や

ま

三　
郎　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
九　
点　

旧　
比　
婆　
郡　
役　
所　
の　
蔵　
書　
で　
あ　
っ　
た　
明　

治　
期　
発　
行　
の　
教　
科　
書　
な　
ど　
。　
広　
島　
県　
北　

部　
教　
育　
社　
発　
行　
の　
『　
広　
島　
県　
新　
歴　
史　
』　

（　
明　
治　
三　
十　
二　
年　
）　
が　
興　
味　
深　
い　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
二　
〇　
二　
）　

交　
通　
博　
物　
館　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
点　

東　
京　
都　
の　
交　
通　
博　
物　
館　
旧　
蔵　
の　
「　
日　

本　
三　
景　
之　
一　
厳　
島　
実　
地　
真　
景　
之　
図　
」　（　
明　
治　

三　
十　
年　
）　。　
（　
請　
求　
記　
号　
九　
二　
〇　
三　
）　

極　
楽　
寺　
文　
書　

寄　
贈　
　　
七　
五　
点　

元　
治　
元　
（　
一　
八　
六　
四　
）　

〜　
慶　
応　
２　
（　
一　
八　
六　
六　
）　

世　
羅　
郡　
世　
羅　
町　
の　
波　
田　
一　
夫　
氏　
か　
ら　

寄　
贈　
。　
極　
楽　
寺　
宛　
の　
幕　
末　
期　
の　
達　
書　
類　
。　

極　
楽　
寺　
は　
同　
郡　
西　
上　
原　
村　
の　
浄　
土　
宗　
寺　

院　
で　
、　
当　
時　
の　
住　
職　
転　
誉　
が　
農　
兵　
の　
組　

頭　
を　
勤　
め　
て　
い　
た　
た　
め　
、　
農　
兵　
に　
関　
す　

る　
古　
文　
書　
も　
数　
点　
伝　
わ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
二　
〇　
五　
）　

原　
田　
家　
文　
書　

購　
入　

安　
佐　
郡　
安　
村　
の　
村　
会　
議　
員　
や　
村　
長　
を　

勤　
め　
た　
原　
田　
臺　
造　
関　
係　
の　
文　
書　
で　
、　
古　

書　
店　
か　
ら　
購　
入　
し　
た　
。　
大　
き　
く　
絵　
葉　
書　

と　
書　
翰　
類　
に　
分　
け　
ら　
れ　
る　
が　
、　
絵　
葉　
書　

一　
五　
〇　
点　
の　
み　
整　
理　
が　
終　
わ　
っ　
た　
。　
明　

治　
〜　
昭　
和　
初　
期　
の　
県　
内　
各　
地　
の　
名　
所　
絵　

葉　
書　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
二　
〇　
六　
）　

奥　おく
村　
役　
場　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
袋　
（　
二　
七　
点　

）　

世　せ
羅　ら
郡　
世　
羅　
町　
の　
生　
田　
守　
氏　
よ　
り　
寄　

贈　
。　
奥　
村　
は　
現　
御　み
調　つぎ
町　
。　
昭　
和　
七　
（　
一　
九　
三　

二　
）　
〜　
十　
九　
年　
の　
海　
軍　
召　
集　
関　
係　
文　
書　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
三　
〇　
一　
）　

大　おお
知　ち
家　
文　
書　

寄　
託　
　　
一　
七　
点　

天　
保　
1  4  
（　
一　
八　
四　
三　
）　

〜　
明　
治　
４　
（　
一　
八　
七　
一　
）　

広　
島　
市　
西　
区　
嘉　
屋　
慶　
子　
氏　
か　
ら　
寄　
託　
。　

大　
知　
家　
は　
幕　
末　
期　
に　
佐　
伯　
郡　
玖　く
波　ば
村　
の　

組　
頭　
格　
を　
勤　
め　
、　
郡　
役　
所　
か　
ら　
の　
申　
渡　

書　
類　
な　
ど　
が　
伝　
わ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
三　
〇　
二　
）　

桑　
原　
家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
九　
六　
点　

文　
化　
６　
（　
一　
八　
〇　
九　
）　

〜　
明　
治　
1  4  
（　
一　
八　
八　
一　
）　

広　
島　
市　
中　
区　
中　
村　
文　
枝　
氏　
か　
ら　
寄　
贈　
。　

桑　
原　
家　
は　
広　
島　
藩　
の　
船　
手　
方　
所　
属　
の　
藩　

士　
。　
文　
政　
〜　
明　
治　
期　
の　
「　
日　
和　
日　
記　
」　、　

「　
船　
手　
方　
手　
控　
」　、　
和　
書　
類　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
三　
〇　
四　
）　

永　
井　
彌　
六　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
託　
　　
二　
九　
点　

寛　
永　
1  2  
（　
一　
六　
七　
二　
）　

〜　
昭　
和　
6  2  
（　
一　
九　
八　
七　
）　

広　
島　
市　
安　
佐　
北　
区　
白　しら
木　き
町　
の　
郷　
土　
史　

家　
永　
井　
彌　
六　
氏　
か　
ら　
寄　
託　
。　
高　たか
田　だ
郡　
三　み

田　た
村　
「　
差　
出　
帳　
」　
な　
ど　
の　
文　
書　
や　
広　
島　

藩　
領　
内　
各　
地　
の　
富　
籤　
、　永　
井　
氏　
の　
著　
書　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
一　
）　

田　
原　
家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
九　
点　

大　
正　
６　
（　
一　
九　
一　
七　
）　

〜　
昭　
和　
2  5  
（　
一　
九　
五　
〇　
）　

広　
島　
県　
衛　
生　
部　
長　
を　
勤　
め　
た　
田　
原　
廣　

一　
氏　
の　
日　
記　
（　
昭　
和　
十　
八　
〜　
二　
十　
五　
）　
な　
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ど　
。　
縁　
類　
の　
今　
井　
勝　
司　
氏　
の　
日　
記　
（　
昭　

和　
十　
七　
〜　
十　
八　
）　
な　
ど　
も　
含　
ま　
れ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
二　
）　

弓　ゆ
場　ば
基　
治　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　

因　
島　
市　
の　
ア　
ン　
テ　
ィ　
ッ　
ク　
商　
弓　
場　
基　

治　
氏　
旧　
蔵　
。　
広　
島　
市　
主　
催　
「　
昭　
和　
産　
業　

博　
覧　
会　
記　
念　
端　
書　
」　（　
昭　
和　
四　
）　
や　
江　
戸　
〜　

戦　
前　
期　
の　
和　
書　
・　
刊　
本　
類　
な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
三　
）　

林　
氏　
所　
蔵　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
束　

「　
河　
内　
協　
同　
組　
合　
」　（　
旧　
佐　
伯　
郡　
五　
日　

市　
町　
）　
の　
事　
務　
用　
箋　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
六　
）　

森　
本　
重　
次　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
一　
点　

市　
町　
村　
地　
図　
調　
製　
式　
及　
び　
更　
正　
手　
続　

き　
を　
定　
め　
た　
広　
島　
県　
訓　
令　
（　
明　
治　
二　
十　

二　
）　。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
七　
〇　
）　

今　いま
田　だ
家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
三　
点　

佐　
伯　

さ

え

き

郡　
能　のう
美　み
町　
の　
今　
田　
家　
に　
伝　
来　
し　

た　
同　
家　
の　
同　
郡　
鹿　
川　

か
の
か
わ

村　
の　
地　
券　
二　
枚　
と　
、　

同　
村　
の　
明　
治　
二　
十　
四　
（　
一　
八　
九　
一　
）　

〜　
大　
正　
二　
（　
一　

九　
一　
三　
）　

年　
度　
の　
歳　
入　
出　
予　
算　
表　
の　
複　
製　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
八　
）　

愛　
媛　
新　
聞　
社　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
点　

明　
治　
二　
十　
七　
（　
一　
八　
九　
四　
）　

年　
十　
二　
月　
八　
日　

と　
九　
日　
付　
け　
の　
「　
芸　
備　
日　
日　
新　
聞　
」　。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
〇　
九　
）　

朝　
井　
柾　
善　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
三　
点　

大　
正　
六　
（　
一　
九　
一　
七　
）　

年　
、　
鉄　
道　
院　
刊　
行　
の　

『　
鉄　
道　
旅　
行　
案　
内　
』　、　
明　
治　
三　
十　
四　
年　
（　

一　

九　
〇　
一　
）　

刊　
行　
の　
『　
山　
陽　
鉄　
道　
案　
内　
』　
複　
刻　
版　

な　
ど　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
四　
一　
一　
）　

河　
野　
力　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
六　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
８　
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
五　
〇　
一　
）　

蔵　
橋　
純　
海　
夫　
氏　
収　
集　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
二　
点　

萩　
藩　
家　
中　
の　
河　
村　
氏　
関　
係　
文　
書　
と　
下　

張　
文　
書　
。　
下　
張　
文　
書　
は　
干　ほし
鰯　か
な　
ど　
の　
取　

引　
に　
関　
す　
る　
書　
翰　
な　
ど　
で　
、　
宛　
名　
に　
竹　
　　
原　

小　
倉　
屋　
な　
ど　
と　
見　
え　
る　
た　
め　
、　
竹　
原　
近　

辺　
の　
商　
家　
か　
ら　
出　
た　
も　
の　
と　
考　
え　
ら　

れ　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
五　
〇　
二　
）　

広　
島　
県　
青　
年　
連　
合　
会　
文　
書　
寄　
託　
三　
五　
六　
点　

昭　
和　
2  1  
（　
一　
九　
四　
六　
）　

〜　
昭　
和　
4  5  
（　
一　
九　
七　
〇　
）　

広　
島　
県　
内　
の　
青　
年　
団　
体　
（　
郡　
市　
青　
年　

連　
合　
会　
）　
の　
連　
合　
体　
で　
あ　
る　
広　
島　
県　
青　

年　
連　
合　
会　
（　
県　
青　
連　
）　
が　
業　
務　
遂　
行　
の　

た　
め　
作　
成　
・　
収　
受　
し　
た　
文　
書　
。　
県　
青　
連　

の　
大　
会　
や　
役　
員　
会　
の　
記　
録　
、　
主　
催　
し　
た　

各　
種　
行　
事　
の　
記　
録　
、　
往　
復　
文　
書　
な　
ど　
。　

県　
青　
連　
は　
県　
内　
の　
青　
年　
団　
を　
代　
表　
す　
る　

立　
場　
に　
あ　
っ　
た　
た　
め　
、　
構　
成　
団　
体　
で　
あ　

る　
郡　
市　
青　
年　
連　
合　
会　
や　
社　
会　
教　
育　
の　
面　

で　
緊　
密　
な　
連　
携　
を　
保　
っ　
て　
い　
た　
行　
政　

（　
教　
育　
委　
員　
会　
）　
の　
ほ　
か　
、　
労　
働　
組　
合　
、　

原　
水　
禁　
団　
体　
、　
部　
落　
解　
放　
同　
盟　
な　
ど　
多　

種　
多　
様　
な　
団　
体　
が　
同　
会　
と　
の　
連　
携　
を　
求　

め　
、　
文　
書　
の　
や　
り　
取　
り　
を　
し　
た　
。　
そ　
れ　

ら　
は　
、　
発　
翰　
綴　
・　
来　
翰　
綴　
と　
し　
て　
綴　
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
五　
〇　
七　
）　

門　
前　

も
ん
ぜ
ん

家　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
五　
九　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
８　
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
五　
一　
一　
）　

金　
田　
家　
文　
書　
　　

寄　
贈　
　　
一　
五　
七　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
1  0  
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
六　
〇　
二　
）　

小　
池　
秀　
男　
文　
書　

寄　
贈　
　　
二　
一　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
1  0  
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
六　
〇　
四　
）　

能　
島　
家　
文　
書　

寄　
託　
　　
一　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
1  0  
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
六　
〇　
六　
）　

山　
野　
村　
役　
場　
文　
書　

寄　
託　
　　
約　
七　
〇　
〇　
〇　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
1  0  
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
六　
〇　
七　
）　

今　
堀　
誠　
二　
文　
書　

寄　
贈　
　　
四　
一　
四　
点　

（　
文　
書　
館　
だ　
よ　
り　
第　
1  0  
号　
参　
照　
）　

（　
請　
求　
記　
号　
九　
六　
〇　
八　
）　

外　
務　
省　
外　
交　
史　
料　
館　
所　
蔵　
文　
書　
（　
複　
製　
）　

明　
治　
1  7  
（　
一　
八　
八　
四　
）　

〜　

『　
広　
島　
県　
移　
住　
史　
』　
編　
纂　
の　
た　
め　
マ　

イ　
ク　
ロ　
撮　
影　
し　
た　
複　
製　
資　
料　
で　
、　
大　
部　

分　
が　
紙　
焼　
き　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
同　
館　
所　
蔵　

「　
外　
交　
記　
録　
」　
中　
の　
膨　
大　
な　
移　
民　
関　
係　
資　

料　
の　
う　
ち　
か　
ら　
広　
島　
県　
関　
係　
お　
よ　
び　
重　

要　
事　
項　
を　
抄　
録　
し　
た　
も　
の　
。　
分　
量　
は　
Ｂ　

４　
フ　
ァ　
イ　
ル　
三　
一　
六　
冊　
分　
。　
な　
お　
、　
広　

島　
県　
史　
編　
纂　
時　
に　
収　
集　
し　
た　
複　
製　
資　
料　

は　
す　
で　
に　
公　
開　
さ　
れ　
て　
い　
る　
（　「　
広　
島　
県　

立　
文　
書　
館　
複　
製　
資　
料　
目　
録　
」　
第　
二　
集　
）　。　

（　
請　
求　
記　
号　
Ｐ　
九　
七　
〇　
一　
）　

防　
衛　
庁　
防　
衛　
研　
究　
所　
図　
書　
館　
所　
蔵　
文　
書　
（　
複　
製　
）　

明　
治　
2  6  
（　
一　
八　
九　
三　
）　

〜　
昭　
和　
2  0  
（　
一　
九　
四　
五　
）　

マ　
イ　
ク　
ロ　
撮　
影　
し　
た　
複　
製　
資　
料　
で　
、　

紙　
焼　
き　
で　
閲　
覧　
で　
き　
る　
。　『　
広　
島　
県　
戦　
災　

史　
』　
編　
纂　
の　
た　
め　
収　
集　
し　
た　
史　
料　
と　
行　

政　
文　
書　
補　
完　
事　
業　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
収　
集　

し　
た　
史　
料　
が　
あ　
る　
。　

前　
者　
は　
主　
と　
し　
て　
第　
二　
次　
大　
戦　
期　
に　

お　
け　
る　
県　
内　
の　
軍　
事　
施　
設　
に　
関　
す　
る　
史　

料　
。　
後　
者　
は　
、　
陸　
軍　
省　
「　
密　
大　
日　
記　
」　

「　
壱　
大　
日　
記　
」　
の　
広　
島　
県　
関　
係　
抄　
録　
な　
ど　
。　

日　
清　
戦　
争　
以　
後　
広　
島　
市　
が　
軍　
都　
と　
し　
て　

発　
展　
す　
る　
過　
程　
を　
知　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

な　
お　
、　
広　
島　
県　
史　
編　
纂　
時　
に　
収　
集　
し　
た　

複　
製　
資　
料　
は　
す　
で　
に　
公　
開　
さ　
れ　
て　
い　
る　

（　「　
広　
島　
県　
立　
文　
書　
館　
複　
製　
資　
料　
目　
録　
」　

第　
二　
集　
）　。　

（　
請　
求　
記　
号　
Ｐ　
九　
七　
〇　
二　
）　
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文
化
財
の
発
掘
・
保
存
と
古
文
書

御
調
郡
向
島
町
文
化
財
保
護
委
員
長

吉
原
照
明

向　
島　
町　
で　
文　
化　
財　
保　
護　
委　
員　
会　
が　
発　
足　
し　
た　
の　

は　
昭　
和　
四　
十　
七　
（　
一　
九　
七　
二　
）　

年　
と　
遅　
く　
、　
城　
跡　
な　
ど　
の　

史　
跡　
が　
そ　
れ　
以　
前　
の　
乱　
開　
発　
で　
見　
る　
影　
も　
な　
く　
な　
っ　

た　
と　
い　
う　
例　
は　
町　
内　
に　
数　
多　
い　
。　

文　
化　
財　
を　
指　
定　
す　
る　
た　
め　
の　
立　
証　
物　
件　
に　
は　
埋　

蔵　
文　
化　
財　
・　
有　
形　
文　
化　
財　
・　
古　
文　
書　
な　
ど　
が　
あ　
る　

が　
、　
埋　
蔵　
文　
化　
財　
は　
乱　
開　
発　
に　
よ　
り　
皆　
無　
に　
近　
く　
、　

古　
文　
書　
の　
調　
査　
発　
掘　
に　
か　
け　
る　
比　
重　
は　
大　
き　
く　
な　

る　
。　
そ　
こ　
で　
当　
町　
の　
文　
化　
財　
保　
護　
委　
員　
会　
で　
は　
昭　
和　

五　
十　
四　
（　
一　
九　
七　
九　
）　

年　
よ　
り　
毎　
年　
調　
査　
報　
告　
書　
を　
刊　
行　

し　
（　
下　
表　
の　
通　
り　
）　、　
平　
成　
二　
（　
一　
九　
九　
〇　
）　

年　
に　
「　
反　

古　
裏　
経　
紙　
背　
文　
書　
」　
を　
刊　
行　
し　
た　
。　
こ　
れ　
は　
筆　
者　

（　
吉　
原　
）　
が　
昭　
和　
四　
十　
六　
（　
一　
九　
七　
一　
）　

年　
頃　
に　
宮　
島　
町　

へ　
七　
日　
ほ　
ど　
通　
っ　
て　
写　
真　
撮　
影　
し　
解　
読　
し　
た　
も　
の　
を　

委　
員　
全　
員　
の　
共　
同　
作　
業　
で　
原　
稿　
用　
紙　
に　
清　
書　
し　
て　

「　
研　
究　
紀　
要　
」　
第　
二　
号　
と　
し　
て　
発　
刊　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　

る　
。　
平　
成　
五　
（　
一　
九　
九　
三　
）　

年　
に　
は　
同　
様　
の　
手　
順　
で　
「　
富　

濱　
開　
基　
以　
来　
萬　
覚　
帳　
」　
を　
、　
平　
成　
六　
（　
一　
九　
九　
四　

）　
年　

に　
は　
「　
寺　
社　
年　
誌　
帳　
（　
寺　
院　
之　
部　
）　」　
を　
、　
平　
成　
七　

（　
一　
九　
九　
五　

）　
年　
に　
は　
「　
寺　
社　
年　
誌　
帳　
（　
神　
社　
之　
部　
）　」　
を　

刊　
行　
し　
た　
。　

平　
成　
七　
（　
一　
九　
九　
五　

）　
年　
四　
月　
か　
ら　
は　
「　
向　
島　
町　
史　
」　

編　
纂　
の　
た　
め　
の　
史　
料　
調　
査　
を　
開　
始　
し　
た　
。　
町　
内　
旧　
家　

に　
保　
存　
さ　
れ　
て　
い　
る　
古　
文　
書　
の　
調　
査　
を　
進　
め　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
尾　
道　
・　
三　
原　
・　
呉　
・　
広　
島　
に　
出　
向　
い　
て　
明　
治　

初　
年　
か　
ら　
昭　
和　
二　
十　
（　
一　
九　
四　
五　
）　

年　
頃　
ま　
で　
の　
向　
島　
周　

辺　
の　
新　
聞　
記　
事　
を　
収　
集　
し　
た　
。　
い　
ず　
れ　
の　
調　
査　
も　
平　

成　
八　
（　
一　
九　
九　
六　
）　

年　
秋　
頃　
ま　
で　
に　
終　
了　
し　
た　
の　
で　
、　
九　

年　
七　
月　
か　
ら　
は　
割　
庄　
屋　
に　
伝　
来　
し　
た　
古　
文　
書　
の　
解　
読　

講　
座　
を　
毎　
月　
の　
委　
員　
会　
終　
了　
後　
に　
一　
時　
間　
半　
程　
度　
実　

施　
し　
て　
い　
る　
。　
町　
内　
古　
文　
書　
の　
調　
査　
・　
目　
録　
作　
成　
を　

き　
っ　
か　
け　
に　
古　
文　
書　
に　
興　
味　
が　
持　
た　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　

り　
、　
時　
宜　
を　
得　
た　
も　
の　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
。　

若　
い　
世　
代　
の　
人　
た　
ち　
は　
古　
文　
書　
の　
文　
体　
や　
旧　
漢　

字　
・　
旧　
仮　
名　
遣　
い　
に　
な　
じ　
み　
が　
な　
い　
た　
め　
に　
、　
古　
文　

書　
が　
無　
造　
作　
に　
扱　
わ　
れ　
、　
ま　
す　
ま　
す　
姿　
を　
消　
し　
て　
ゆ　

く　
運　
命　
に　
あ　
る　
か　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
今　
の　
う　
ち　
に　
古　
文　

書　
の　
調　
査　
・　
保　
存　
・　
複　
製　
を　
し　
て　
お　
く　
必　
要　
性　
を　
痛　

感　
し　
て　
い　
る　
。　

〈市町村から〉

〈市町村から〉
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本　
目　
録　
は　
、　
山　
県　

や
ま
が
た

郡　
芸　
北　

げ
い
ほ
く

町　
役　
場　
文　

書　
（　
一　
）　
と　
し　
て　
、　
旧　
山　
県　
郡　
美　み
和　わ
村　そん

・　
中　なか
野　の
村　そん
分　
を　
収　
録　
し　
た　
。　

芸　
北　
町　
は　
、　
町　
村　
合　
併　
促　
進　
法　
の　
施　

行　
に　
と　
も　
な　
い　
、　
昭　
和　
三　
十　
一　
（　
一　
九　
五　
六　
）　

年　
、　
美　
和　
・　
中　
野　
・　
雄　お
鹿　が
原　わら
・　
八　
幡　

や

わ

た

の　

四　
村　
が　
合　
併　
し　
て　
成　
立　
し　
た　
。　

今　
回　
収　
録　
の　
美　
和　
・　
中　

野　
両　
村　
は　
、　
廃　
藩　
置　
県　
以　
降　
、　

第　
三　
大　
区　
五　
小　
区　
・　
六　
小　
区　
、　

戸　
長　
役　
場　
な　
ど　
の　
変　
遷　
を　
経　

た　
後　
、　
明　
治　
二　
十　
二　
（　
一　
八　
八　
九　
）　

年　
の　
町　
村　
制　
施　
行　
に　
よ　
っ　
て　

成　
立　
し　
た　
。　
美　
和　
村　
は　
、　
溝　みぞ

口　ぐち
・　
高　たか
野　の
・　
大　おお
暮　ぐれ
・　
移　
原　

う
つ
の
ば
ら

・　

小　こ
原　ばら
・　
米　よね
沢　ざわ
の　
六　
大　
字　
か　
ら　

成　
り　
、　
成　
立　
し　
た　
時　
に　
は　

山　
廻　

や
ま
も
う
り

村　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
昭　
和　

三　
（　
一　
九　
二　
八　
）　

年　
に　
な　
っ　
て　
美　
和　

村　
と　
改　
称　
し　
た　
。　
中　
野　
村　
は　
、　

大　おお
利　とし
原　ばら
・　
南　な
門　もん
原　ばら
・　
奥　
原　

お
く
ば
ら

・　

才　さい
乙　おと
・　
草　
安　

く
さ
や
す

・　
奥　
中　
原　

お
く
な
か
は
ら

・　
苅　かり

屋　や
形　かた
・　
土　つち
橋　はし
・　
細　
見　

ほ

そ

み

・　
川　かわ
小　こ

田　だ
の　
一　
〇　
大　
字　
か　
ら　
成　
る　
。　

両　
村　
役　
場　
文　
書　
は　
、　
両　

村　
役　
場　
が　
事　
務　
遂　
行　
の　
た　
め　

作　
成　
し　
た　
文　
書　
の　
ほ　
か　
、　
小　
区　
制　
、　
戸　

長　
役　
場　
時　
代　
か　
ら　
の　
引　
継　
文　
書　
を　
含　
む　

（　
中　
野　
村　
役　
場　
文　
書　
の　
場　
合　
は　
江　
戸　
時　
代　

の　
庄　
屋　
文　
書　
を　
一　
部　
含　
む　
）　。　
両　
村　
と　
も　

議　
会　
、　
土　
地　
、　
財　
政　
、　
土　
木　
関　
係　
の　
文　

書　
が　
多　
数　
を　
占　
め　
る　
が　
、　
美　
和　
村　
役　
場　

文　
書　
は　
明　
治　
初　
年　
の　
県　
な　
ど　
か　
ら　
の　
布　

達　
類　
が　
比　
較　
的　
そ　
ろ　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
、　

中　
野　
村　
役　
場　
文　
書　
は　
、　
現　
勢　
調　
査　
簿　
を　

始　
め　
と　
し　
て　
、　
統　
計　
関　
係　
の　
資　
料　
を　
多　

数　
含　
む　
こ　
と　
が　
特　
徴　
で　
あ　
る　
。　

文　
書　
館　
で　
は　
行　
政　
文　
書　
・　
古　
文　
書　
の　

ほ　
か　
に　
、　
県　
内　
各　
市　
町　
村　
史　
を　
始　
め　
と　

す　
る　
広　
島　
県　
の　
歴　
史　
に　
関　
す　
る　
図　
書　
の　

収　
集　
に　
も　
努　
め　
て　
い　
る　
。　

今　
回　
、　
広　
島　
医　
学　
会　
の　
前　
身　
、　
芸　
備　

医　
学　
会　
の　
創　
立　
百　
周　
年　
を　
記　
念　
し　
て　
完　

全　
復　
刻　
さ　
れ　
た　
同　
学　
会　
の　
機　
関　
誌　
『　
芸　げい

備　び
医　い
事　じ
』　
が　
文　
書　
館　
に　
寄　
贈　
さ　
れ　
た　
。　

『　
芸　
備　
医　
事　
』　
は　
明　
治　
二　
十　
九　
（　
一　
八　
九　

六　
）　

年　
に　
創　
刊　
さ　
れ　
、　
原　
則　
と　
し　
て　
毎　
月　

発　
行　
、　
昭　
和　
十　
七　
（　
一　
九　
四　
二　
）　

年　
ま　
で　
五　
五　
五　

号　
に　
及　
ん　
だ　
。　
流　
行　
病　
の　
治　
療　
法　
な　
ど　

当　
時　
の　
最　
先　
端　
の　
学　
術　
論　
文　
を　
掲　
載　
し　

た　
ほ　
か　
、　
多　
く　
の　
医　
療　
情　
報　
を　
提　
供　
し　
、　

全　
国　
的　
に　
も　
そ　
の　
名　
を　
は　
せ　
た　
。　

戦　
災　
や　
原　
爆　
な　
ど　
に　
よ　
っ　
て　
失　
わ　
れ　

た　
文　
献　
資　
料　
が　
少　
な　
く　
な　
い　
中　
で　
、　
戦　

前　
期　
の　
学　
術　
雑　
誌　
全　
巻　
が　
復　
刻　
さ　
れ　
、　

気　
軽　
に　
利　
用　
で　
き　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
意　

義　
は　
大　
き　
い　
。　

利
用
案
内

■　
開　
館　
時　
間　

＊　
月　
〜　
金　
曜　
日　
　　
9
時　
〜　
17
時　

＊　
土　
曜　
日　
　　
　　
　　
9
時　
〜　
12
時　

■　
休　
館　
日　

＊　
日　
曜　
日　
、　
国　
民　
の　
祝　
日　
及　
び　
振　
替　
休　
日　

＊　
年　
末　
年　
始　
（　
12
月　
28
日　
〜　
1
月　
4
日　
）　

＊　
交　
通　
　　
Ｊ　
Ｒ　
広　
島　
駅　
よ　
り　
バ　
ス　
（　
広　
島　

港
行
き
）
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
　
　

経
由
宇
品
行
き
）
い
ず
れ
も
、
広
電
　
　

本　
社　
前　
下　
車　
徒　
歩　
7
分　

広　
島　
県　
情　
報　
プ　
ラ　
ザ　
2
Ｆ　

広　
島　
県　
立　
文　もん
書　じょ
館　かん
だ　
よ　
り　
　　
第　
一　
一　
号　

平
成
一
○
年
（
一
九
九
八
）
三
月
一
○
日
発
行

編
集
発
行
　
広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
│
四
七

電
話
　
○
八
二
│
二
四
五
│
八
四
四
四

印
刷

（
株
）　タ
ニ
シ
企
画
印
刷

収
蔵
文
書
目
録
第
五
集
を
刊
行

『
芸
備
医
事
』
寄
贈
さ
れ
る
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